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著
者
は
各
地
の
地
峻
活
性
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
見
出
し
、
支
援
し
、
広
げ
る

活
動
を
全
国
銀
模
で
行
っ
て
い
る
。
そ

の
成
果
は
ロ
ン
グ
セ
ラ
の
『
田
舎
力
』

な
ど
の
脅
容
で
悩
介
さ
れ
て
い
る
。
本

書
で
は

「食
」
で
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
取
り
上
げ
て
い
る
・
池
J

冗
の
食

"
を
活
か
し
た
加
工
品
や
料
理
を
生
み

出
し
、
地
峻
K
新
た
な
帥
肘
を
つ
〈
り
一
層

別
や
起
業
を
促
す
と
と
と
な
っ
た
レ
ス

ト
ラ
ン
カ
フ
ェ
。
少
厳
多
M
m
M
恨
の
廃
虚

幼
を
レ
シ
ピ
漏
え
で
田
俊
宅
配
す
る
民

家
.
淵
貨
曹
の
戸
を
聴
き
生
廃
官
の
物

づ
〈
り
を
克
復
す
る
疎
通
の
新
し
い
仰

い
予
・
生
醸
荷
と
消
費
有
を
つ
な
ぐ
地

波
発
信
欄
舗
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
・

-
R

家
、
漁
師
が
mu
媛
持
ち
込
む
鮮
度
が
売

り
の
人
気
の

「避
の
駅
」
・
地
域
の
文

化
や
歴
史
が
感
じ
ら
れ
る
手
料
調
町
民
話

な
ど
。
そ
ζ

に
し
か
念
い
、
そ
ζ
だ
け

の
味
を
求
め
た
ζ

れ
ら
の
取
り
組
み
は
、

多
〈
の
消
貧
者
、
バ
イ
ャ
、
料
理
人

た
ち
の
支
持
を
集
め
、
確
実
に
売
り
上

げ
を
伸
ば
し
て
い
る
。
本
山
債
に
宣
揚
す

る
の
は
、
そ
の
狙
い
手
た
ち
。
良
家
、

割
問
理
人
、
流
通
捜
者
、
主
婦
、
後
ら
を

支
え
る
行
政
側
等
な
ど
多
土
済
々
。

高
齢
化
講
日
窓
一
の
島
に
也
立
場
し
た

棚本の月今

人
気
の
ジ
ャ
ム
属
さ
ん
、
瀬
戸
内
ジ
ャ

ム
ズ
ガ
デ
ン

l
l山
口
県
周
防
太
島

町
・
脳
血
を
観
光
に
変
え
え
地
図
牧

鋤
・
皿
山
の
牧
場
に
行
列
が
で
き
る
絶

品
の
ジ
エ
ラ
ー
ト

l
l滋
賀
県
東
近
臣

市
.
手
術
温
に
か
凶
り
て
育
て
、
伝
え
る
多

回
附
樋
慢
の
完
黙
野
菜
.
イ
チ
押
し
レ
シ
ピ

で
厳
格
を
闇
佑

l
l
北
梅
道
上
上
幌
町
。

一
次、

二
次、

=
一
次
産
業
、
足
す
と
六

次
産
業
・
民
家
の
本
気
を
引
き
出
し
た

食
品
加
工
会
社
i
l会
薄
着
怯
市
.
全

国
平
均
の
S
倍
嫁
ぐ
道
の
駅
.
人
気
の

槌
密
は
漁
面
の
直
売
l
l福
岡
県
む
な

か
た
市
傘
ど
・
い
ず
れ
も
が
、
機
首
思
が

鉱+入
し
市
場
が
画

一
化
す
る
傘
か
、
改

め
て
地
域
の
特
性
、
個
性
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、
人
と
人
が
つ
傘
が
る
仕
組
み
、

人
と
地
域
が
か
か
わ
る
仕
組
み
を
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
後
示
し
て
〈
れ
る
・

美
味
し
い
田
舎
の
つ
く
b
か
た

地
峡
の
叫怖
が
人
主
つ
な
宮
、
小
主
主
純
揖
聞
を
緋
す

金
丸
弘
費
・

童
話
署
特
定
価
・1
8
0
0
丹
雇
型
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